
品質の3つの柱

• 安全品質
商品やサービスが安全で
あり、安心して手に取って
いただくこと

• 魅力品質
商品のおいしさや便利さ、
お届けするサービスが迅速・
丁寧な対応など、お客様に
とって魅力的であること。

• 社会品質
地球環境、健康、食の多
様性などの社会課題に配
慮された商品・サービスで
あること。

● お答えいただいたのは……

【 お客様の声が商品改善につながった事例 】

2025年4月で148回目の実施

原料情報の取得から商品の規格書ま 
で一元管理するシステム「誠実くん®」 
を開発し運用している。このシステムに
より、原料・配合・商品に関する情報
を正確かつスムーズに把握できるよう
になった。お客様からの問い合わせの
際も迅速な返答ができる体制が確立
されている。

誠実くんRによる
データ管理一元化

品質保証担当者会議とは
2002 年の品質保証部発足以来、グル
ープ内の品質担当者が集まり、定期的に
品質会議を実施している。会議では、事
故事例の共有や未然防止への議論に
加え、今後の法令改正やトレンドを踏まえ
た品質づくりについても議論している。

【参加者】 各事業部の品質保証担当（食
肉、加工、販売、物流、お客様サービ
スと品質に関わる部署が参加）、社外取
締役、社外有識者等

中野 秀樹

品質保証部
マネージャー

ニッポンハムグループの新たな品質方針

ニッポンハムグループの品質ガバナンス体制

“お客様本位”な品質を目指して〜皆様の声がより“良い商品づくり”〜の原動力に

　お客様に安全・安心でおいしい商

品を届けるという使命を果たすため、

ニッポンハムグループでは妥協を許さ

ない確かな品質管理体制を確立して

いる。その指針となるのが、「ニッポ

ンハムグループ品質方針」だ。品質

方針は、OPEN 品質、つまりお客様

に開かれた商品づくりを推進すべく

2002 年に作成され、時代の変化に伴

い 2023 年に改定された。

「以前の品質方針では主に食品の安全

や法令遵守に重点を置いていましたが、

現在はそれに加えて “ 感動品質 ” とい

　ニッポンハムグループでは、グルー

プ全体の品質保証戦略の立案や各種方

針の策定・共有など、グループを横断

した品質保証活動を推進している。品質

保証部が中心となり、各事業本部内の

品質保証部門から上がってきた品質リス

ク情報や対策などの知見・ノウハウをグ

ループ全体で共有することで、事故の

未然防止や、万一の際に迅速な対応が

できるような体制を構築している。「社

　お客様の声は、全社で速やかに共有さ

れ、経営層を含めた情報連携を徹底する

ことで、迅速な対応とともに、商品やサー

ビスの継続的な改善にもつなげている。

「対応窓口にお客様や社外モニターから

寄せられたさまざまな声を分析すること

により、当社と消費者とのギャップに気

づくことができます」 （生田）

内だけにとどまらず、他の食品メーカー

や行政、製造機械メーカーといった社

外のパートナーとも積極的に情報交換を

行っています。幅広い視点を取り入れな

がら、戦略を立てています」（中野）

　また、グループ全社において安全を

確保するための仕組みとして、安全審

査・品質監査・安全検査の 3 つの機

能を連携させ、それぞれに関わる人財

育成を実施している。

生田

同じ目標に向かっ
ているという意識
の醸成にもつなが
っています

加工事業本部
品質保証部門

食肉事業本部
品質保証部門

各社・各事業所
品質保証部署

各社・各事業所
品質保証部署

品質保証担当者会議

お客様サービス室お客様 品質保証部

代表取締役社長

※お客様からの声が品質改善につながった事例は、当社 Web サイトにも掲載されている。

親子丼

塩辛いという声からおいしく召し上がれるように
❶ ご飯の量をパッケージに明記

❷ 味を見直し、塩分量を調整

Before

Before

After

After
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品質の3つの柱

• 安全品質
商品やサービスが安全で
あり、安心して手に取って
いただくこと

• 魅力品質
商品のおいしさや便利さ、
お届けするサービスが迅速・
丁寧な対応など、お客様に
とって魅力的であること。

• 社会品質
地球環境、健康、食の多
様性などの社会課題に配
慮された商品・サービスで
あること。

● お答えいただいたのは……

原料情報の取得から商品の規格書ま 
で一元管理するシステム「誠実くん®」 
を開発し運用している。このシステムに
より、原料・配合・商品に関する情報
を正確かつスムーズに把握できるよう
になった。お客様からの問い合わせの
際も迅速な返答ができる体制が確立
されている。
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中野 秀樹

品質保証部
マネージャー

生田 務

品質保証部
リーダー

佐伯 光

品質保証部
リーダー

ニッポンハムグループの新たな品質方針

“お客様本位”な品質を目指して〜皆様の声がより“良い商品づくり”〜の原動力に

　お客様に安全・安心でおいしい商

品を届けるという使命を果たすため、

ニッポンハムグループでは妥協を許さ

ない確かな品質管理体制を確立して

いる。その指針となるのが、「ニッポ

ンハムグループ品質方針」だ。品質

方針は、OPEN 品質、つまりお客様

に開かれた商品づくりを推進すべく

2002 年に作成され、時代の変化に伴

い 2023 年に改定された。

「以前の品質方針では主に食品の安全

や法令遵守に重点を置いていましたが、

現在はそれに加えて “ 感動品質 ” とい

う新たな視点から、お客様に感動と価

値を届ける品質保証体制を目指してい

ます」（中野）

　商品 ･ サービスに求められる品質と

して、「安全品質」「魅力品質」「社会品質」

の 3 つの柱を掲げており、その実現を

目指した「人創り」「技術創り」「仕組創

り」を推進している。それを高めること

で感動品質に発展させるという。

「ニッポンハムグループの商品・サー

ビスを通じて、お客様に感動体験をお

届けし、『選ばれる日本ハム』であり

続けたいです」（中野）

加工事業本部
品質保証部門

各社・各事業所
品質保証部署

品質保証部

代表取締役社長

塩辛いという声からおいしく召し上がれるように
❶ ご飯の量をパッケージに明記
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うち焼き肉」ブームがいま、再燃している。天武天皇が肉食禁止令を発布してから約1,200年も、公に
は肉を食べてこなかった日本人が、日常的に肉食するようになって約150年。牛鍋などいくつかの肉料理
ブームと戦時下の物資統制による停滞を経て、戦後復興期に朝鮮料理店で復活した焼き肉提供が、テ

ーブルで客が自分で焼いて仕上げる今の「焼き肉店」の始まりだと言われている。1960年頃に登場したホットプレ
ート、1960年代に各メーカーから相次いだ焼き肉のたれ発売、1969年に新発売されたカセットコンロなどの普及によ
って自宅での焼き肉が広まった。そして1970年大阪万博をきっかけに外食が庶民のレジャーに加わると、焼き肉店
も選択肢に。SNSで情報収集する時代のいま、おいしそうに焼ける肉は人気コンテンツのひとつで、見ても食べて
も楽しい「おうち焼き肉」が定着しつつある。
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企業理念である「食べる喜び」の

実現に向けて、継続的に感動をお届

けできるよう、徹底した品質管理と

サービスの向上に取り組んでいきま

す。また、品質への取り組みを積極

的に発信し、あらゆるステークホル

ダーから、「ニッポンハムグループっ

ていいね」と言っていただける会社

を目指してまいります。

ニッポンハムグループ全体の品質保証に関する研修体制

未来に向けた品質保証の挑戦

　品質を支えるのは「人」という考え

のもと、ニッポンハムグループでは、

確かな品質をつくるための人財育成に

取り組んでいる。全従業員を対象に品

質保証に対する幅広い知識を身につけ

るための e ラーニング、商品・サー

ビスの品質に影響を与える業務に従事

する者を対象とした基礎集合研修、高

い技術力を備えた専門家を育成する

専門技術研修の 3 ステップの教育体

制を確立している。「3 段階目の専門

技術者の認定資格に合格された者には、

社内で専門家として活躍するだけでな

く、次世代を担う人財育成の役割も

担っています」（佐伯）

現在、人の目を使い丁寧にパッ

ケージの表示を確認しています。

今後は、システムと AI を組み合

わせた業務の仕組みを構築して、

業務の精度、スピードの向上を

図っていきたいです。

海外のお客様にも安全・安心な商

品をお届けするには、各国の法律

に合わせたアレルギーや添加物表

示等の対応が必要です。また万が

一問題が発生した際には、リコー

ル含め迅速な対応ができるようシ

ステムを整備し、揺るがない体制

をつくっていきます。

佐伯

意欲的な方が多
く、研修の定員を
上回る人数の申し
込みがあります

※受講者・認定者 延べ人数
e ラーニング：2007 年度から 46,438 人
基礎研修：2005 年度から  2,030 人
専門技術認定者：2009 年度から 68 人
2025 年 3 月時点
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